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以下に, *印の原稿を掲載する｡十印は長文のため素粒子論研究の論文欄に掲載する｡
量子力学における観測理論 - 総合報告と問題点整理






ていないと考え,Wigner-Fineの定理と NEGATIVE RESULT MEASUREMENTのパ
ラドックスによって,不可逆過程派の論拠を攻撃 してきた｡一言でいえば,観測理論または測
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と密度行列, i(ui)は対象系力学量Fのi番目固有状態 ui-の射影演算子, ciは測定前の状
態のuiによる展開係数,oLAは i番目固有状態 uiを確認したさいの測定器系状態を表す密皮
行列である｡以上の事柄を,簡単な剛体鏡運動量測定器モデル,現実に近いカウンターモデル,
一般的測定過程論によってくわしく説明した｡また,我々の理論は NEGATIVE RESULT
MEASUREMENTにおける波束の収縮を導出することもできる｡具体的内容は,前掲論文1),
2),3)に委かせる｡なお,3)には1980年6月の科学基礎論学会シンポジウムおよび今回の
研究会における質問とそれについての我々の考え方や議論が紹介されているので,興味のある
方はお読みいただきたい｡
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